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村

義

明

人
誰
か
心
霊
の
慰
安
を
楽
し
ま
司
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
。
而

し
て
を
が
要
求
仁
膳
じ

τ、
吾
人
に
安
心
主
得
せ
し
む
る

も
の
、
是
通
泡
言
ふ
所
の
宗
教
な
り
。
凡
そ
山
市
敢
に
内
外

の
二
道
あ
り
。
外
道
ど
は
婆
羅
門
、
基
督
、
紳
道
、
儒
致
、
道

数
等
偽
数
以
外
の
一
一
切
教
宗
を
総
務
し
、
内
山
地
ご
は
悌
敢

に
名
〈
る
な
り
o
今
外
道
は
之
を
措
ノ
＼
備
敬
は
、
梓
寧

一
一
怖
の
所
設
な
る
仁
、
然
る
じ
古
来
数
多
の
宗
を
作
し
、

宗
叉
各
今
数
振
を
分
つ
に
至
れ
・
り
。
ニ
は
、
之
れ
偽
激
々

義
の
寛
容
慶
大
守
る
時
に
臆
じ
‘
闘
に
臆
じ
て
機
根
に
優

劣
差
異
あ
る
が
故
に
悌
設
も
随
っ
て
大
小
樺
賞
等
栂
々
の

致
経
を
設
か
れ
た
る
に
由
る
。
此
れ
山
市
致
は
必
ず
致
判
を

立
て
、
宗
旨
を
定
め
、
依
経
立
宗
す
る
の
必
要
あ
る
所
以

也
。
而
乙
て
諸
宗
の
一
冗
組
、
或
は
数
仁
よ
b
て
時
を
忘
れ

歳
は
機
に
よ
ち
て
闘
土
を
省
宇
、
或
は
時
を
見

τ機
を
詮

め
手
等
、
し
か
も
自
見
を
本
と
せ
る
が
故
仁
、
其
撰
捧
せ

し
教
義
も
悌
意
に
叶
は
子
、
終
に
は
人
世
を
盆
す
る
乙
ど

能
は
ま
る
も
の
多

B
な
b
o
然
る
仁
吾
宗
の
致
判
は
、
本

化
大
士
三
設
超
過
の
接
華
経
じ
基
き
、
数
機
時
園
序
の
五

義
を
立

τ、
、
一
切
数
法
界
を
批
判
し
玉
へ
ば
、
内
外
諾

致
の
樺
賞
、
異
偽
、
宛
も
掌
中
仁
見
る
が
如
し
。
か
く
乙

て
撰
出
せ
ら
れ
た
る
宗
旨
は
、
末
法
唯
一
の
大
法
た
る
本

問
の
三
大
秘
法
じ
し
て
、
寒
仁
五
網
仁
非
ず
ん
ば
本
化
別

顕
の
敬
相
を
判
ず
る
に
由
無
〈
、
三
秘
仁
非
ず
比
ば
、
本

化
別
顧
の
宗
旨
を
定
む
る
に
由
無
し
。
か
る
が
故
じ
古
来

本
宗
に
て
は
、
三
秘
を
宗
致
と
名
り
、
五
綱
を
宗
教
と
稿

し
、
合
せ
て
入
倒
の
大
事
ど
し
て
珍
重
せ
b
d
O
き
れ
ば
今

言
ふ
所
の
宗
教
は
、
通
途
の
謂
じ
あ
ら
十
。
究
下
少
し
〈

宗
致
（
五
網
）
ご
宗
致
三
秘
ど
に
就
い
て
吾
人
の
管
見
を
述

べ
ん
ご
欲
す
。

一
、
明
敬
一
切
教
法
の
異
同
を
分
別
し
て
、
依
経
を

定
め
、
蹄
宗
を
明
む
る
所
以
品
。
而
し
て
本
宗
の
数
制
は

静
曾
出
世
の
本
懐
た
る
法
花
鰹
に
根
捜
し
、
一
往
天
台
の

五
時
入
敷
仁
依
る
ご
離
も
、
再
往
は
本
化
調
歩
の
妙
判
を
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創
乙
給
へ
り
。
則
も
佐
前
は
暫
く
台
判
仁
附
順
せ
る
も
、

佐
後
の
時
は
、
更
に
一
重
立
入
b
た
る
別
頭
数
判
を
設
げ

玉
へ
り
。
蓋
し
吾
組
の
判
敬
を
用
ゐ
玉
ふ
や
、
共
規
一
な

ら
ず
、
其
重
ま
る
も
＠
は
五
時
入
致
、
三
種
敢
相
、
四
重

典
慶
、
四
種
三
段
、
五
重
相
劃
、
．
栴
股
割
判
等
争
り
o
A
1

此
等
に
つ
き
一
々
其
梗
概
を
遮
ぺ
ん
は
紙
数
の
許
詰
w
h

る

ご
ニ
ろ
、
且
繁
を
避
け
て
之
を
略
す
。
要
す
る
に
之
等
の

諸
判
は
、
諸
敬
語
口
市
の
同
異
を
分
別
し
、
以
て
妙
法
蓮
華

経
の
宗
旨
を
選
定
す
る
仁
仮
す
。
誠
仁
妙
法
蓮
華
経
は
内

外
、
大
小
、
擢
賞
、
本
語
等
一
切
教
示
の
肝
心
に
乙
て
、
本
化

濁
歩
の
三
大
秘
法
の
依
っ
て
立
つ
所
の
唯
一
宗
旨
争
り
さ

す
。

二
、
鑑
機
一
切
衆
生
の
根
性
、
特
に
致
法
を
信
受
す

る
も
の
、
機
根
を
親
る
争
り
。
如
何
に
前
敬
綱
に
敬
艇
の

選
揮
を
明
に
す
と
も
、
衆
生
の
様
性
を
鑑
今
ん
ば
何
か
せ

ん
。
此
を
以
て
、
五
口
組
は
「
ニ
者
機
者
弘
一
一
悌
敬
一
人
必
可
ν

如
ニ
機
根
一
」
ハ
数
機
時
凶
抄
）
ぜ
て
、
機
を
五
綱
の
第
二
に
置
き

末
法
今
時
の
衆
生
は
唯
法
事
本
門
の
機
根
な
れ
ば
、
除
数

憐
宗
は
全
く
無
盆
争
与
さ
決
揮
し
玉
へ
h

リ。

悌
滅
後
の
機
に
二
種
あ
り
。
本
巳
有
善
ご
本
未
有
善
之

争
b
o
前
者
は
悌
在
世
に
開
法
下
種
せ
し
輩
、
重
ね
て
蕗

法
し
、
習
熟
し
、
或
は
解
脱
す
る
の
機
な
り
、
共
習
熟
の

機
を
熟
盆
の
機
と
い
ひ
、
其
解
股
の
機
を
股
盆
の
機
ご
い

ふ
。
後
者
は
本
未
だ
備
穂
あ
ら
ぎ
る
が
故
仁
、
新
民
悌
椋

を
心
回
に
下
す
、
之
を
下
組
結
縁
の
機
ご
い
ふ
。
而
し
て

如
来
の
滅
後
正
保
二
千
年
間
は
、
多
分
は
本
己
有
善
の
棋

に
し
て
、
就
中
正
法
は
心
病
最
も
轄
き
が
故
仁
、
爾
前
小

樺
の
凡
薬
に
よ
り
て
股
篠
の
者
多
く
、
像
怯
は
心
病
和
重

き
が
故
に
、
法
華
述
門
の
薬
味
に
よ
り
て
熟
盆
の
者
多
言

な
り
。
末
法
五
濁
の
今
時
は
、
心
病
尤
も
重
き
本
末
有
善

者
事
る
が
故
に
、
法
華
本
門
の
仙
薬
を
要
す
ぺ
〈
、
之
に

依
っ
て
下
種
結
縁
の
機
根
多
し
。
末
法
の
中
に
於
て
も
、

本
化
関
口
市
以
後
の
機
を
細
判
せ
ば
、
順
逆
の
二
機
あ
ち
。

宗
姐
の
所
謂
『
於
ニ
末
法
一
者
大
小
構
賓
頴
密
共
有
v
数
無
ニ

得
道
二
関
浮
提
皆
鋳
一
一
誘
法
一
皐
篤
二
逆
縁
一
但
限
ニ
妙
法
蓮

華
経
五
宇
一
耳
例
如
ニ
不
輯
品
一
我
門
弟
順
縁
日
本
国
逆
級

品
」
内
法
事
事
費
抄
）
ご
是
な
り
o
き
れ
ば
機
根
樟
々
あ
り
ご
錐

も
、
今
時
議
誇
の
徒
は
、
妙
法
蓮
華
経
の
主
字
に
非
A
Y
ん
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ば
糖
ム
ペ
か
ら
ず
、
『
悶
v
誘
堕
l

悪
必
由
得
v
盆
』
ど
は
是

・
晶
、
故
に
宗
組
は
不
軽
菩
薩
の
践
を
継
ぎ
、
強
い
て
妙
法

を
設
さ
聞
か
せ
て
、
下
析
結
縁
し
五
へ
り
、
此
れ
本
宗
が

四
個
格
言
を
獅
子
枕
し
て
、
折
伏
を
正
意
ご
す
る
所
以
品

一
二
、
察
時
一
切
の
時
代
を
察
乙
、
特
仁
働
数
流
停
の

時
を
如
り
て
、
世
に
膝
十
る
所
以
品
。
教
h
z
撰
び
機
を
視

る
ご
雄
も
、
時
を
知
ら
ず
ん
ば
衆
生
を
盆
す
る
こ
ど
能
は

ま
ら
ん
。
故
に
五
口
組
は
『
三
者
時
者
弘
一
一
働
敬
一
人
必
所
v
知
v

時
』
ハ
放
機
時
凶
抄
γ乙
言
ひ
て
、
一
二
時
五
組
の
高
判
を
以

τ、

末
法
臆
時
の
宗
数
は
、
只
我
妙
宗
な
り
ご
断
じ
玉
へ
り
。

（
一
）
に
三
時
説
ご
は
、
大
悲
粧
仁
一
出
づ
。
正
保
末
之
也
。

初
仁
正
法
時
ご
は
、
如
来
減
秩
の
翌
け
よ
り
一
手
年
間
を

指
す
、
此
時
は
人
心
淳
善
仁
し
て
、
敢
行
証
の
三
盆
を
具

足

L
、
備
法
正

L
〈
慌
侍
す
る
の
時
奇
hJO
究
仁
像
法
時

さ
は
、
究
の
一
千
年
聞
に
し
て
、
法
時
は
悌
減
未
だ
甚
だ

遠
か
ら
ず
、
人
心
術
淳
善
の
風
を
失
は
ず
、
証
盆
を
錬
〈

も
敢
行
の
こ
を
具
す
、
即
も
悌
散
の
精
神
衰
へ
て
形
式
を

止
む
る
時
争
り
。
三
に
末
法
時
ご
は
、
正
像
の
後
未
来
際

を
悉
す
、
此
時
に
入
ら
ば
、
社
曾
人
心
倶
に
淳
善
の
集
を

失
ひ
、
一
向
濁
悪
仁
赴
き
、
悌
法
は
教
の
み
あ
・
り
て
行
証

の
ニ
盆
を
得
る
も
の
な
し
、
即
も
偽
教
の
精
紳
形
骸
倶
仁

藤
顔
す
る
の
時
代
争
り
ご
す
。

（
二
）
に
五
舵
設
と
は
、
大
集
経
に
出
づ
。
五
個
の
五
百

歳
是
品
。

第
一
の
五
百
年
ぞ
解
股
堅
固
の
時
中
」
な
す
、
三
皐
中
専

ら
戒
律
を
賛
行
し
て
解
脱
す
る
の
時
畠
。
第
二
の
五
百
年

を
騨
定
堅
固
の
時
左
中
か
す
、
持
戒
漸
〈
衰
へ
、
代
ふ
る
仁

耀
定
を
以
て
証
す
る
の
時
也
。
第
三
の
五
百
年
を
護
請
多

開
堅
同
の
時
ど
な
す
、
締
律
既
に
頭
れ
、
議
諦
皐
聞
の
智

解
に
よ
り
て
得
盆
の
時
也
。
第
四
の
五
百
年
を
多
造
塔
寺

堅
固
の
時
ご
な
す
、
戒
定
恵
の
三
皐
漸
〈
腰
額
し
、
但
堂
塔

伽
藍
の
造
立
を
以
て
功
徳
に
擬
す
る
の
時
品
。
第
五
の
五

百
年
を
闘
詩
堅
固
白
法
隠
設
の
時
ご
争
す
、
此
時
は
則
も

末
法
の
初
に
し
て
、
大
小
樺
賓
の
法
雑
乱
し
℃
白
法
全
〈

隠
設
す
る
が
故
仁
、
其
化
境
た
る
世
間
亦
大
仁
濁
乱
し
て
、

関
誇
言
誇
の
燥
な
る
時
畠
ご
す
。

A
Y
皐
く
る
所
の
三
時
五
杷
の
二
設
の
如
〈
ん
ば
、
稗
骨
骨

の
入
減
を
歴
る
乙
と
二
千
年
、
末
法
の
世
に
入
ら
ば
、
既
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じ
弘
ま
り
乙
一
代
悌
殺
の
異
積
金
〈
共
憤
値
を
巳
ひ

τ、

暮
れ
行
〈
人
世
の
閣
は
、
終
仁
滅
す
る
に
由
争
げ
ん
の
み
。

之
れ
果
し
て
三
界
慈
父
の
本
意
守
る
か
？
担
架
経
じ
は

「
嘗
へ
は
七
子
の
如
〈
、
父
母
卒
等
争
ら
ぎ
る
に
あ
ら
ぎ

れ
ざ
も
‘
然
れ
ざ
も
病
者
仁
於
て
は
心
則
も
偏
じ
重
し
』

ハ
法
一
挙
取
市
貫
一
抄
）
さ
設
か
せ
玉
ひ
し
に
非
今
や
。
煩
悩
少
争

S

E
像
を
給
し
て
、
心
病
最
も
篤
き
末
法
愛
子
を
捨
て
玉
ふ

こ
ご
決
し
て
あ
る
ま
じ
き
な
り
。

ハ
一
ニ
）
仁
後
五
百
議
妙
法
庚
布
設
さ
は
、
法
華
経
仁
出
づ
。

薬
王
菩
薩
本
事
品
に
云
〈
、
『
我
減
度
後
後
五
百
歳
中
庚
宜

洗
布
於
二
関
浮
提
一
無
V
A
T
－
一
断
絶
－
』
普
賢
菩
薩
勘
稜
品
に
云

く
、
『
守
ニ
護
是
経
一
於
ニ
如
来
滅
後
一
関
浮
提
内
庭
令
ニ
流
布
目

使
1

不
ニ
断
絶
一
』
ご
。
然
り
両
品
の
文
赫
や
た

b
o
法
華
経

の
末
法
の
大
白
法
た
る
乙
ご
や
。
此
を
以
て
大
集
経
の
白

法
隠
設
を
考
ふ
れ
ば
、
白
法
と
は
黒
法
即
も
外
進
仁
謝
す

る
の
謂
じ
し

τ、
則
も
正
保
流
布
の
法
問
、
並
に
爾
前
穫

小
の
敬
経
を
指
す
も
の
申
か
る
や
明
け
し
。
斯
〈
の
如
〈
、

末
法
の
初
期
は
正
し
〈
出
世
の
本
意
た
る
一
乗
妙
法
蓮
華

将
の
流
布
す
ぺ
き
時
な
る
が
故
仁
、
末
代
本
化
の
悌
子
は

忍
難
弘
法
、
不
惜
身
命
、
以
て
三
毒
の
重
痴
を
治
し
、
執

構
誘
賓
の
遺
衆
を
醒
悟
せ
し
め

g
る
ぺ
か
ら
ず
。
今
を
去

る
こ
さ
既
仁
六
百
除
年
、
正
し

c悌
識
に
揺
じ
て
本
化
大

士
日
本
国
仁
出
現
し
玉
ひ
、
巌
に
業
洪
範
を
垂
示
せ

3
せ

玉
へ
’
9
0
而
し
て
末
法
は
未
来
際
に
一
貝
る
、
吾
人
後
継
者

は
、
宜
乙
く
共
大
任
の
双
肩
に
懸
れ
る
を
如
っ
て
準
ま
ず

ん
ば
非
ぎ
る
也
。

歌

B
詑
よ
日亮

遠

あ
す
は
ご
て
り
ふ
も
暮
し
ぬ
人
の
世
の

ふ
た
、
ひ
来
へ
き
ご
き
あ
ら
争
ぐ
に

た
乙
た
L

リ
を
そ
の
よ
ひ
乙
ご
に
悔
ひ
な
か
ら

け
誌
も
わ
す
れ
し
わ
れ
や
何
な
る

年

じ

新

た
乙
た
h
y

の
去
年
は
ど
か
め
し
新
ら
し
ろ
』

〈
ひ
の
こ
〉
ろ
じ
い
き
ん
ご
た
も
へ
は
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